
　
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
で
、「
糟
屋
郡
須
恵
村
」

を
検
索
し
た
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

今
回
も
前
回
・
前
々
回
と
同
じ
く

７
４
１
件
が
ヒ
ッ
ト
し
ま
し
た
。

●�

太
田
為
三
郎
編『
帝
国
地
名
辞

典
』上
巻（
三
省
堂
、
明
治
45
年

（
１
９
１
２
年
））

　
シ
ン
バ
ル（
新
原
）　【
福
岡
】筑
前

国
糟
屋
郡
須
恵
村
に
在
る
鉄
道
車

駅
。

　
シ
ン
バ
ル
―
タ
ン
サ
ン（
新
原
炭

山
）　
筑
前
国
糟
屋
郡
須
恵
村
外
三

村
に
跨
る
炭
山
。
明
治
二
十
一
年
来

海
軍
省
経
営
稼
行
し
、産
炭
は
博
多

湾
鉄
道
に
よ
り
西
戸
崎
へ
輸
出
す
。

四
十
一
年
、鉱
区
一
七
八
、九
〇
七
六

坪
、使
用
鉱
夫
一
〇
四
五
人
、女
工

二
七
三
人
。
産
出
額
八
、三
二
三
六

仏
噸
。
価
格
三
三
万
五
千
円
。（
本
邦

鉱
業
一
斑
）。

　『
帝
国
地
名
辞
典
』上
巻
の
内
、

「
糟
屋
郡
須
恵
村
」で
ヒ
ッ
ト
し
た
の

は
新
原・新
原
炭
山
の
２
つ
で
し
た
。

そ
こ
で「
須
恵
村
」で
再
度
検
索
し

て
み
ま
し
た
。

　
ウ
エ
キ
―
タ
ン
ザ
ン（
植
木
炭

山
）　
筑
前
国
粕
屋
郡
須
恵
村
に

在
る
炭
山
。
博
多
湾
鉄
道
須
恵

駅
鉱
区
の
西
端
に
在
り
て
運
輸

便
な
り
。
明
治
四
十
一
年
、
鉱
区

二
六
、七
六
八
〇
坪
、
使
用
鉱
夫

二
一
八
人
、女
一
〇
〇
人
。
産
額
五
、

四
二
四
七
仏
噸
。
価
格
二
〇
万
一
千

円
。（
本
邦
鉱
業
一
斑
）。

　
ス
エ（
須
恵
）　【
福
岡
】筑
前
国
糟

屋
郡
の
村
。
若
杉
山
の
西
麓
な
る
山

村
に
し
て
、須
恵
停
車
場
あ
り
。
須

恵
焼
と
い
ふ
陶
器
を
出
す
。
藩
政

の
頃
は
皿
山
奉
行
を
し
て
管
理
せ

し
め
、其
製
作
品
は
主
と
し
て
藩
の

贈
遣
に
供
せ
り
。
主
に
青
瓷
・
白
瓷

の
碟碟
碗
を
製
す
。
人
口
四
三
〇
四
。

　
新
原
炭
山
・
植
木
炭
山
と
も
、使

用
鉱
夫
の
他
、女
性
労
働
者
の
数
を

上
げ
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

男
女
同
数
で
な
い
の
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、炭
鉱
で
は
男
性
に
対
す
る

女
性
の
比
率
が
比
較
的
高
い
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。
男
性
は
鉱
夫
、女

性
は
多
く
が
選
炭
婦（
ボ
タ
と
石
炭

を
選
り
分
け
る
）で
あ
ろ
う
と
思
わ

れ
ま
す
。「
仏
噸
」は
フ
ラ
ン
ス
の「
ト

ン
」の
意
味
で
、メ
ー
ト
ル
法
の「
ト

ン
」を
指
し
ま
す
。「
贈
遣
」は
贈
与
と

同
じ
よ
う
な
意
味
で
す
。「
須
恵
焼
」

は
陶
器
で
は
な
く
磁
器
で
、「
青
瓷
・

白
瓷
」は
青
磁
・
白
磁
に
同
じ
で
す
。

「
碟碟（
せ
つ
）」は
皿
・
小
皿
の
こ
と
を

指
し
ま
す
。

　『
帝
国
地
名
辞
典
』下
巻
に
は
糟

屋
郡
須
恵
村
関
係
の
記
事
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

●�『
日
本
電
業
者
一
覧
』（
日
本
電
気

協
会
、明
治
43
年（
１
９
１
０
年
））

　「
自
家
用
電
気
事
業
」と
し
て
挙

げ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
今
風

に
言
い
直
す
と
、「
自
家
発
電
」を
し

て
い
る
事
業
所
と
い
う
こ
と
に
な

る
の
で
し
ょ
う
か
。
海
軍
採
炭
所

の
新
原
第
三
坑
、志
免
第
五
坑
に
発

電
装
置
が
あ
り
ま
し
た
。「
汽
力
」は
、

蒸
気
機
関
を
使
用
し
て
発
電
し
た

こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

　
◦
海
軍
採
炭
所
第
三
坑

所
在
　
福
岡
県
糟
屋
郡
須
恵
村

原
動
力
　
汽
力

発
電
容
量
　
八
十「
キ
ロ
ワ
ツ
ト
」

　
◦
海
軍
採
炭
所
第
五
坑

所
在
　
福
岡
県
糟
屋
郡
志
免
村
大

字
志
免

原
動
力
　
汽
力

発
電
容
量
　
八
十「
キ
ロ
ワ
ツ
ト
」

●�
官
報
、１
９
１
２
年（
明
治
45
年
）

６
月
10
日

　
○
鉱
業
事
項
　
鉱
業
法
ニ
依
リ

処
分
シ
タ
ル
モ
ノ
左
ノ
如
シ（
農
商

務
省
）

（
略
）

　
　
試
掘
不
許
可

（
出
願
地
）福
岡
県
糟
屋
郡
宇
美
村
、

須
恵
村
地
内
　（
鉱
種
）石
炭
　（
面

積
）五
〇
、七
七
八
坪
　（
出
願
人
住

所
氏
名
）福
岡
県
糟
屋
郡
須
恵
村
　

喜
多
崎
民
吉
　（
処
分
ノ
月
日
）五
、

三
〇
　（
事
由
）本
出
願
地
ニ
於
ケ

ル
鉱
業
ハ
公
益
ヲ
害
ス
ル
モ
ノ
ト

認
ム
ル
ニ
付
キ
鉱
業
法
第
三
十
二

条
ニ
依
リ
不
許
可

●�

官
報
、１
９
１
３
年（
大
正
２
年
）

８
月
２
日

　
○
鉱
業
事
項
　
鉱
業
法
ニ
依
リ

処
分
シ
タ
ル
モ
ノ
左
ノ
如
シ（
農
商

務
省
）

（
略
）

　
　
試
掘
許
可

（
登
録
番
号
）福
岡
試
登
録
第

七
百
三
号
　（
鉱
区
所
在
地
）糟
屋

郡
宇
美
村
、須
恵
村
地
内
　（
鉱
種
）

石
炭
　（
面
積
）五
〇
、七
七
八
坪
　

（
鉱
業
権
者
住
所
氏
名
）福
岡
県
糟

屋
郡
須
恵
村
　
喜
多
崎
民
吉
　（
許
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可
及
登
録
ノ
月
日
）七
、二
四
　（
事

由
）試
掘
願
許
可

　
須
恵
村
の
人
、
喜
多
崎
民
吉
は

宇
美
村
、須
恵
村
に
ま
た
が
る
５
万

坪
を
鉱
区
に
設
定
し
て
試
掘
を
願

い
出
て
、
１
９
１
２
年
に
は
不
許

可
、１
９
１
３
年
に
は
許
可
と
な
り

ま
し
た
が
、い
っ
た
ん「
公
益
ヲ
害

ス
ル
」と
さ
れ
た
も
の
が
ひ
っ
く
り

返
っ
た
理
由
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、実
際
に
試
掘
が
行
わ
れ
た
の
か
、

採
掘
に
ま
で
進
ん
だ
の
か
も
今
の

と
こ
ろ
不
明
で
す
。

●�『
帝
国
交
信
資
宝
』（
帝
国
交
信
社
、

１
９
１
３
年（
大
正
２
年
））

　
タ
イ
ト
ル
か
ら
は
中
身
を
判
断

し
に
く
い
の
で
す
が
、商
取
引
に
お

い
て
必
要
な
、全
国
各
地
の
商
工
業

者
の
信
用
の
度
合
い
を
知
る
た
め

の
参
考
書
と
い
っ
た
も
の
の
よ
う

で
す
。

　「
薬
種
、売
薬
」に
村
山
直
次
郎
、

「
呉
服
、
太
物
」に
田
原
健
三
郎
が

上
が
っ
て
い
ま
す
。
飯
塚
町
の
村

山
直
次
郎
は
須
恵
村
出
身
の
人
で

す
。「
国
会
図
書
館
所
蔵
資
料
の
閲

覧（
３
）」（
広
報
す
え
令
和
5
年
５
月

号
）で
ふ
れ
て
い
ま
す
。

△
ゐ
○
ヘ
　
薬
種
・
売
薬
商
　
嘉
穂

郡
飯
塚
町
　
村
山
直
次
郎

△
つ
○
テ
　
糟
屋
郡
須
恵
村
　
田

原
健
三
郎

　
△
は
営
業
税
、○
は
所
得
税
。
△

ゐ
は
40
円
以
上
、
○
ヘ
は
５
円
以

上
。
△
つ
は
１
０
０
円
以
上
、○
テ

は
１
０
０
円
以
上
で
す
。

○『
九
州
紳
士
録
』第
一
輯
、福
岡
県

下
之
部（
集
報
社
、１
９
１
４
年（
大

正
３
年
））

所
得
税
、営
業
税
、電
話
番
号
は
省

略
し
て
お
り
、誤
字
は
正
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、須
恵
村
外
の
居
住
で
も

須
恵
村
の
関
係
者
は
記
載
し
ま
し

た
。
糟
屋
・
粕
屋
の
混
用
は
元
の
ま

ま
で
す
。

吉
松
芳
之
助
　
粕
屋
郡
々
会
議
員

粕
屋
郡
須
恵
村

田
原
養
柏
　
医
師
　
粕
屋
郡
香
椎

村田
原
貞
次
郞
　
粕
屋
郡
須
恵
村
長

粕
屋
郡
須
恵
村

（
商
工
人
名
録
）

今
泉
塚
兵
衛
　
荒
物
雑
貨
商
　
粕

屋
郡
須
恵
村

　
※『
日
本
全
国
商
工
人
名
録
』の

記
事
か
ら「
塚
」は「
琢
」の
間
違
い
か

と
思
わ
れ
ま
す
。

地
園
房
吉
　
荒
物
雑
貨
商
　
糟
屋

郡
須
恵
村

　
※『
日
本
全
国
商
工
人
名
録
』の

記
事
か
ら「
地
」は「
池
」の
間
違
い
か

と
思
わ
れ
ま
す
。

瀧
口
純
一
　
粕
屋
郡
須
恵
尋
常
高

等
小
学
校
長
　
粕
屋
郡
須
恵
村

内
田
盈（
み
つ
る
）　
請
負
業
　
粕

屋
郡
須
恵
村

安
河
内
藤
吉
　
酒
造
業
　
粕
屋
郡

須
恵
村

今
泉
七
兵
衛
　
醤
油
醸
造
業
　
粕

屋
郡
須
恵
村
須
恵

●�『
日
本
全
国
商
工
人
名
録
』（
商
工

社
、１
９
１
４
年（
大
正
３
年
））

営
業
税
、所
得
税
の
記
載
は
省
略
し

ま
し
た
。

（
米
、雑
品
商
）

池
園
広
吉
　
糟
屋
郡
須
恵
村

（
酒
造
業
）

今
泉
琢
兵
衛
　
糟
屋
郡
須
恵
村

安
河
内
藤
太
　
糟
屋
郡
須
恵
村

（
醤
油
醸
造
業
）

今
泉
七
兵
衛
　
糟
屋
郡
須
恵
村
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